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桜川市長

大
お お

塚
つ か

　秀
ひ で

喜
き桜川市議会 議長

潮
うしお

田
だ

　新
し ん

正
せ い

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
28
年
の

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
に

対
し
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
台
風
18
号
に
よ
る
関
東
・
東

北
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方

が
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
市
に
お
い
て
は
、
８
月
29

日
に
茨
城
県
・
桜
川
市
共
催
に
よ
る

「
茨
城
県
・
桜
川
市
総
合
防
災
訓
練
」

が
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
て
実
施

さ
れ
、
防
災
に
関
す
る
理
解
と
意
識

の
高
揚
が
図
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
す
べ

き
式
典
を
９
月
27
日
に
盛
大
に
挙
行

し
、
新
た
な
船
出
を
誓
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
の
地
方
を
取
り
巻
く

状
況
で
す
が
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お

り
、
わ
が
国
で
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な

ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、
大
変

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
全
国
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
昨

年
の
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
で
は
、

鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、

県
内
の
常
総
市
を
中
心
に
、
広
範
囲

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
多

く
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
想
定
外
の
大
雨
な
ど
に

よ
る
災
害
警
戒
情
報
や
避
難
場
所
な

ど
の
伝
達
が
、
迅
速
・
的
確
に
行
え

る
よ
う
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
災
害
に
対
す
る
意
識
改
革
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
昨
年
は
、

そ
の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
茨
城
県

と
共
催
で
、
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
桜
川
市
が
合
併
し

て
10
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏

ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
の
心

温
ま
る
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
市
長
就
任
以
来
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た「
命
と
健
康
を
守
る
」

「
産
業
を
元
気
に
」「
観
光
の
活
性
化
」

「
農
業
の
振
興
」「
教
育
の
充
実
」「
行

財
政
の
充
実
」
を
基
本
姿
勢
と
し
た

各
種
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

　

特
に
、
大
和
駅
北
地
区
の
開
発
に

向
け
て
は
、
市
立
の
病
院
整
備
を
中

心
に
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、「
し
ご
と
」
を
つ
く
り
・「
ひ

と
」
を
呼
び
込
み
・
活
力
あ
る
「
ま

ち
」
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
従
来
の
保
育
所
と

幼
稚
園
を
統
合
し
た
、
認
定
子
ど
も

園
の
開
設
や
小
中
一
貫
校
の
開
校
を

進
め
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
と
併
せ
、
市
内
路
線
バ
ス
の
運
行

の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

な
ど
の
被
害
が
、
近
年
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
は
、
そ
の
被
害
に
対

応
す
る
た
め
、
猪
対
策
室
を
農
林
課

内
に
設
置
し
、
さ
ら
な
る
被
害
防
止

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
元
気
な
桜
川
市
」
を

目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

厳
し
い
社
会
経
済
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
も
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
の
制
定
に
伴
い
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
と
い
う
課
題

に
対
し
、
今
後
５
か
年
の
目
標
や
基

本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

一
方
、新
中
核
病
院
に
つ
い
て
は
、

筑
西
市
が
、
桜
川
市
立
病
院
に
つ
い

て
は
、
桜
川
市
が
整
備
し
、
双
方
連

携
を
図
り
な
が
ら
平
成
30
年
10
月
開

院
に
向
け
て
事
業
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
和
駅
北
地
区
開
発
は
、

医
療
・
産
業
・
住
居
系
の
都
市
的
機

能
を
有
し
た
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
い
、
執

行
部
と
常
に
緊
張
あ
る
関
係
を
保
ち

な
が
ら
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
市
民
の

福
祉
の
向
上
と
市
の
発
展
の
た
め
、

議
会
活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ

て
幸
せ
で
、
実
り
多
き
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

輝く未来を
市
あ な た

民と共に
「元気な桜川市」を

目指して

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

足
尾
山
か
ら
み
る
日
の
出
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市
教
育
委
員
会
委
員
長
に

松ま
つ
ざ
き﨑 

茂し
げ
き樹 

氏
が
就
任

■
任
期
／
平
成
27
年
11
月
25
日
～

平
成
28
年
11
月
24
日

■
主
な
経
歴
／
真
壁
小
学
校
校

長
、
桜
川
市
教
育
委
員
会
委
員
長

職
務
代
理
者

市
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務

代
理
者
に秋あ

き
や
ま山 

敏と
し
お男 

氏
が
就
任

■
任
期
／
平
成
27
年
11
月
25
日
～

平
成
30
年
11
月
24
日

■
主
な
経
歴
／
岩
瀬
東
中
学
校
教

頭
、
城
里
町
立
桂
中
学
校
校
長
、

桜
川
市
教
育
委
員
会
委
員

市
教
育
委
員
会
委
員
に

古ふ
る
は
し橋 

矩の
り
こ子 

氏
が
就
任

■
任
期
／
平
成
27
年
11
月
25
日
～

平
成
31
年
11
月
24
日

■
主
な
経
歴
／
結
城
東
中
学
校
校

長
、
同
市
教
育
委
員
会
委
員
長 古橋 矩子 氏

（真壁町上小幡地区）
秋山 敏男 氏
（平沢地区）

松﨑 茂樹 氏
（真壁町椎尾地区）

行
政
情
報

～
市
の
動
き
～

行
政
情
報

～
市
の
動
き
～

市
公
平
委
員
会
委
員
に

市い
ち
む
ら村 

尚ひ
さ
お夫 

氏
が
就
任

■
任
期
／
平
成
27
年
12
月
８
日
～

平
成
31
年
12
月
７
日

■
主
な
経
歴
／
桃
山
中
学
校
校

長
、
桜
川
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
員

市村 尚夫 氏
（真壁町下谷貝地区）

③
今
泉
・
木
植
・
猿
田
・
曽
根

④�

友
部
（
西
友
部
、
稲
荷
橋
）・

上
城
（
上
城
、
谷
中
）・
水
戸
・

青
柳

⑤�

岩
瀬
（
東
区
、
西
区
、
元
岩
瀬
、

大
岡
）・
御
領
・
明
日
香
・
桜
川
・

富
士
見
台
・
富
岡
・
鍬
田

⑥
犬
田
（
犬
田
、
常
盤
町
）

⑦
長
方
（
北
、
南
）・
中
泉

⑧
上
野
原
地
新
田
・
下
泉
・
本
郷

⑨
堤
上
・
西
飯
岡

⑩
大
泉
・
飯
渕
・
久
原

⑪
富
谷
・
中
里
・
入
野
（
入
野
本
田
）

⑫
門
毛
（
東
、
西
）

⑬�

入
野
（
入
野
新
田
）・
南
飯
田
・

間
中

⑭
平
沢
・
小
塩
・
福
崎
・
亀
岡

⑮
池
亀
・
山
口
・
坂
本
・
大
月

⑯
本
木
（
１
区
、
２
区
）

⑰�

大
曽
根
・
東
飯
田
（
東
飯
田
、

西
方
）

⑱
阿
部
田
・
羽
田

⑲
大
国
玉
（
木
崎
、
中
丸
木
、
宮
）

⑳
大
国
玉
（
福
泉
・
前
原
）・
金
敷

㉑
高
久
（
中
根
、
鷲
宿
・
高
久
）

㉒
高
森
・
青
木

㉓�

真
壁
（
上
宿
、
下
宿
、
高
上
町
、

仲
町
、
新
宿
、
大
和
町
）・
川

原
町
・
古
城
・
山
尾
・
田
（
鍋

屋
、
金
井
、
山
口
）・
伊
佐
々

㉔
飯
塚
・
亀
熊

㉕�

塙
世
・
源
法
寺
（
源
法
寺
、
須

津
賀
）

共
通
事
項

■
募
集
期
間
／
１
月
８
日
（
金
）

～
２
月
４
日
（
木
）

■
任
期
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日
の
３
年
間

■
応
募
用
紙
／
提
出
先
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
桜
川
市
役
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
提
出
先
／
農
業
委
員
会
事
務
局

（
真
壁
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
岩

瀬
・
大
和
庁
舎
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

■
問
合
先
／
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
、
内
線
３
１
８
０
）

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

㉖
羽
鳥
・
東
山
田

㉗�

椎
尾
（
北
、
南
、
紫
尾
団
地
）・

酒
寄

㉘
細
芝
・
下
谷
貝
（
下
、
中
、
上
）

㉙
上
谷
貝
（
北
、
南
）

㉚
東
矢
貝
・
大
塚
新
田

㉛
桜
井
・
白
井

㉜
長
岡
・
原
方

㉝
下
小
幡
・
上
小
幡

■
応
募
方
法
／
推
進
委
員
推
薦
書

（
個
人
用
）、推
進
委
員
推
薦
書（
法

人
・
団
体
用
）、
推
進
委
員
応
募

届
出
書
の
い
ず
れ
か
を
提
出

■
報
酬
／
月
額
１
８
，０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
推
薦
・
公
募

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ

り
、
新
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
、
農
業
者
の
組
織

す
る
団
体
お
よ
び
市
内
の
農
業

者
、
並
び
に
地
域
の
区
長
か
ら
の

推
薦
、
ま
た
は
市
内
全
域
か
ら
の

公
募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
は
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方
か
ら

農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

※
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
と
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
の
推
進
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
、
新
規

就
農
・
企
業
な
ど
の
農
業
参
入
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。

■
募
集
人
数
／
33
人
（
次
の
区
域

番
号
ご
と
に
１
人
）

①�

西
小
塙
（
第
一
、第
二
、第
三
）・

磯
部
・
稲

②�

加
茂
部
（
第
一
、第
二
）・
高
幡
・

松
田
・
友
部
（
羽
黒
駅
前
、
東

友
部
）

農
業
委
員
の
推
薦
・
公
募

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ

り
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
お

よ
び
市
内
の
農
業
者
、
並
び
に
地

域
の
区
長
か
ら
の
推
薦
、
ま
た
は

市
内
全
域
か
ら
の
公
募
に
よ
り
農

業
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
業
に
関
す
る

識
見
を
有
し
、
農
業
委
員
会
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

方
か
ら
、
市
長
が
、
議
会
の
同
意

を
得
て
、
任
命
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
18
人
（
う
ち
１
人

は
利
害
関
係
の
な
い
方
（
農
業
者

で
な
い
方
））

■
応
募
方
法
／
農
業
委
員
推
薦
書

（
個
人
用
）、農
業
委
員
推
薦
書（
法

人
・
団
体
用
）、
農
業
委
員
応
募

届
出
書
の
い
ず
れ
か
を
提
出

■
報
酬
／
月
額
３
６
，０
０
０
円

募集
両
病
院
整
備
の

「
基
本
計
画
」
を
策
定

　

第
５
回
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立

病
院
等
再
編
整
備
推
進
協
議
会

が
、
12
月
21
日
に
筑
西
合
同
庁
舎

で
開
催
さ
れ
、
新
中
核
病
院
整
備

基
本
計
画
と
桜
川
市
立
病
院
整
備

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
、
筑
西
・
桜

川
地
域
公
立
病
院
等
再
編
整
備
建

設
委
員
会
と
作
業
部
会
で
検
討
・

作
成
し
た
も
の
を
、
再
編
整
備
推

進
協
議
会
で
協
議
し
て
承
認
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
病
院
整
備
基
本
計
画

■
全
体
計
画

▽
医
療
資
源
の
集
約
と
再
整
備

・
新
中
核
病
院
／
筑
西
市
民
病
院

と
県
西
総
合
病
院
の
医
療
資
源

や
医
療
機
能
を
集
約

・
桜
川
市
立
病
院
／
桜
川
市
の
医

療
機
能
の
低
下
に
対
応
す
る
た

め
、
指
定
管
理
予
定
者
の
医
療

資
源
を
活
用

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化

　

両
病
院
は
、
持
続
可
能
な
医
療

体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
な
ど
に
よ
り
緊
密
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
。

▽
地
域
医
療
全
体
の
枠
組
み
づ
く

り
　

両
病
院
は
、
地
域
医
療
全
体
の

最
適
化
の
た
め
に
、
行
政
、
医
師

会
、
地
域
の
病
院
、
診
療
所
、
高

度
医
療
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

む
。

▽
人
材
育
成

　

医
学
生
お
よ
び
初
期
・
後
期
研

修
医
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
の

ほ
か
、
医
師
の
臨
床
能
力
の
継
続

的
な
強
化
に
取
り
組
む
。

■
新
中
核
病
院

▽
地
域
医
療
連
携
の
拠
点

　

急
性
期
患
者
の
治
療
、
地
域
の

救
急
、
在
宅
医
療
、
地
域
住
民
と

の
対
話
、
健
康
の
増
進
、
地
域
医

療
の
情
報
共
有
・
分
析
な
ど
に
つ

い
て
、
筑
西
・
桜
川
地
域
に
お
け

る
地
域
医
療
連
携
の
拠
点
（
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
）
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
。

▽
急
性
期
を
中
心
と
し
た
医
療
提

供
　

急
性
期
を
中
心
と
し
た
病
院
と

し
て
整
備
し
、
筑
西
・
桜
川
地
域

に
お
い
て
二
次
救
急
医
療
ま
で
の

完
結
を
目
指
す
。

▽
診
療
体
制
整
備

　

近
隣
の
病
院
と
の
機
能
分
担
、

実
現
す
べ
き
医
療
機
能
レ
ベ
ル
、

医
療
機
能
と
し
て
の
持
続
性
を
考

慮
す
る
。

▽
地
域
医
療
連
携
支
援
に
向
け
た

体
制
構
築

　

地
域
連
携
パ
ス
の
活
発
な
運

用
、
地
域
の
医
療
機
能
の
強
化
の

た
め
の
研
修
や
情
報
発
信
の
充
実

な
ど
、
紹
介
・
逆
紹
介
を
推
進
す

る
体
制
を
整
備
し
て
、
地
域
医
療

支
援
病
院
を
目
指
す
。

■
桜
川
市
立
病
院

▽
急
性
期
か
ら
在
宅
医
療
ま
で
の

連
携
の
拠
点
を
構
築

・
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

の
構
築
を
図
る
。

・
健
診
を
中
心
と
し
た
予
防
医
療

を
推
進
し
、
地
域
に
密
着
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
設
置
し
、

包
括
的
な
切
れ
目
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

・
地
域
包
括
ケ
ア
ま
た
は
回
復
期

病
棟
を
設
置
し
、
在
宅
復
帰
に

向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
に
努
め
る
。

▽
市
立
病
院
と
し
て
の
一
般
診
療

体
制
の
構
築

　

必
要
な
急
性
期
か
ら
慢
性
疾
患

の
診
断
・
治
療
お
よ
び
急
性
増
悪

時
の
初
期
対
応
か
ら
回
復
期
、
維

持
期
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
範
囲

の
診
療
領
域
を
担
う
。

▽
初
期
救
急
（
１
次
救
急
）
受
入

体
制
の
構
築

・
増
加
が
予
想
さ
れ
る
疾
病
に
対

す
る
初
期
救
急
（
1
次
救
急
）

体
制
を
整
備
す
る
。

・
救
急
告
示
医
療
機
関
を
取
得
す

る
。

▽
産
婦
人
科
医
療

　

同
一
敷
地
内
に
お
い
て
別
の
建

物
・
運
営
主
体
で
の
産
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
整
備
を
検
討
す
る
。

診
療
科
や
病
床
数
を
継
続
審
議

　

今
回
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
両
病
院
と
も
病
院
整
備

に
早
急
に
着
手
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
診
療
体
制（
診
療
科
）

や
病
床
数
に
つ
い
て
は
、
２
月
か

ら
３
月
に
、
建
設
委
員
会
お
よ
び

再
編
整
備
推
進
協
議
会
を
開
催

し
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

■ 

問
合
先
／
企
画
課 

病
院
整
備
推
進
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

地
域
医
療 
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報
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11月7日 11月11日

看
板
設
置
に
参
加
さ
れ
た
岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

雨引小学校に１千万円を寄付した鈴木七郎さん。同校に記念碑が
設置されました。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発
表
し
た
児
童
・
生
徒

と
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
役
員
の
皆
さ

ん ジ
ン
バ
ブ
エ
の
土
を
材
料
に
、
耐
熱
陶
器
の

加
湿
器
を
製
作
し
た
鈴
木
環
さ
ん

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
防
止
を
目
的

に
、岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
橋は

し

本も
と

輝て
る

男お

会
長
）

の
皆
さ
ん
が
、「
ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
ろ
う
！
」

の
看
板
を
昨
年
に
続
き
、
大
和
地
区
14
か
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
不
法
投
棄
防
止
の
看
板

設
置
や
、
清
掃
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

て
、
市
内
の
環
境
美
化
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。今

回
の
看
板
設
置
に
あ
た
り
、橋
本
会
長
は「
豊

か
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
る
事
が
大
切
」
と
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

雨
引
小
学
校
に
１
千
万
円
を
寄
付
し
た
鈴す

ず

木き

七し
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
92
歳
・
日
立
市
）
を
招
き
、
同
校
で
感

謝
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
東
飯
田
地
区
出
身
で
昭
和
13
年

３
月
に
同
校
を
卒
業
。
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
や

地
域
へ
感
謝
し
、
そ
の
恩
返
し
の
思
い
で
、
平
成

27
年
８
月
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
感
謝
を
込
め
、
鈴
木
さ
ん
の

句
を
入
れ
た
記
念
碑
を
敷
地
内
に
設
置
。
感
謝
式

同
日
に
、
そ
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
立
派
な
人
に
育
ち
、
雨
引

の
名
を
高
め
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

桃
山
中
学
校
で
、
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議

主
催
の
「
第
10
回
桜
川
市
青
少
年
の
主
張
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
青
少
年
が
自
ら
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
感
に
目
覚
め
、
健
康
な
心
身
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た

こ
と
を
社
会
に
訴
え
、そ
れ
を
青
少
年
の
育
成
活
動

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
真
壁
小
と
紫
尾
小
学
校
、
市
内
５
つ
の

中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
７
人
が「
か

け
が
え
の
な
い
時
間
」、「
夢
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら

せ
な
い
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
、
思
い
思
い
の

主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。

陶
芸
家
・
鈴す

ず

木き

環か
ん

さ
ん
（
曽
根
地
区
）
が
デ
ザ

イ
ン
・
製
作
し
た
作
品
が
、
県
の
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
を
評
価
す
る
「
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
で
、２
年
連
続
で
選
定
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
の
作
品
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
使
う
耐

熱
陶
器
の
加
湿
器
で
、
水
を
入
れ
ず
に
空
だ
き
し

て
も
割
れ
な
い
の
が
特
徴
。
１
月
下
旬
に
、
茨
城

県
陶
芸
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
と
き
に
陶
芸
に
興
味
を
持
ち
、
約
30

年
間
陶
芸
の
道
を
歩
む
鈴
木
さ
ん
。「
モ
ノ
ト
ー

ン
の
美
し
さ
が
評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
シ
ン
プ
ル
な
作
品
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩
瀬
小
学
校
で
、
同
校
出
身
の
小こ

林ば
や
し

由ゆ

佳か

さ

ん
を
含
む
オ
ペ
ラ
歌
手
４
人
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
１
人

を
招
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
音
楽
鑑
賞
会
ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
小
学
校
時
代
に
同
校
の
吹
奏
楽

部
に
所
属
。
現
在
は
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し

て
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
同
校
の
児
童
や
保
護
者
の
ほ
か
、
地

域
の
方
が
多
数
来
場
。
ジ
ブ
リ
の
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
児
童
た
ち
は
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
喝
采
を
送

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
吹
奏
楽
部
の
伴
奏
で
、

来
場
者
全
員
で
校
歌
を
歌
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

神
栖
市
で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
更
生
保
護
大
会

で
功
労
者
の
顕
彰
が
行
わ
れ
、
市
内
保
護
司
の
渡わ

た

邉な
べ

忠あ
つ
しさ
ん
と
又ま

た

村む
ら

和か
ず

子こ

さ
ん
が
、
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
保
護
司
と
し
て
顕
著
な
活
動
を

行
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
２
人
の
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は
茨
城
県
西
地
区
保
護
司
会
の
会
長

を
務
め
る
な
ど
保
護
司
と
し
て
19
年
間
、
又
村
さ

ん
は
同
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
21
年
間
、
犯
罪
や

非
行
の
あ
る
方
の
更
生
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

２
人
は
、
現
在
も
保
護
司
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

調
理
し
た
災
害
食
を
、
新
聞
チ
ラ
シ
で
作
成

し
た
お
皿
に
盛
り
付
け
る
女
性
学
級
の
皆
さ

ん 茨
城
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
長
谷
川
幸
汰
さ

ん
（
写
真
右
）
と
、
善
行
表
彰
を
受
賞
し
た

若
色
陽
さ
ん
（
写
真
左
）

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
す
る
桜
川
市

女
性
学
級
の
学
習
会
が
、
真
壁
伝
承
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
外
の
災
害
体
験
者
や
災
害
食
研
究

団
体
を
講
師
に
招
き
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断

さ
れ
る
中
で
作
れ
る
献
立
調
理
と
試
食
体
験
」
を

テ
ー
マ
に
、学
級
生
36
人
が
災
害
食
作
り
に
挑
戦
。

長
期
保
存
で
き
る
缶
詰
を
主
な
食
材
と
し
て
、
洗

米
し
な
い
で
作
る
炊
き
込
み
ご
飯
、
み
そ
汁
、
デ

ザ
ー
ト
な
ど
を
卓
上
コ
ン
ロ
で
調
理
し
ま
し
た
。

新
聞
チ
ラ
シ
を
利
用
し
て
作
っ
た
お
茶
碗
や
お

皿
に
、
料
理
を
盛
り
付
け
て
試
食
。「
と
て
も
美

味
し
い
」
と
学
級
生
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

第
16
回「
い
ば
ら
き
教
育
の
日
」推
進
大
会（
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
、
長は

谷せ

川が
わ

幸こ
う

汰た

さ
ん
（
谷
貝
小
４
年
）
が
元
気
な
声
で
の
あ
い
さ

つ
を
テ
ー
マ
に
優
秀
標
語
の
部
で
、
茨
城
県
知
事

賞
を
受
賞
。
若わ

か

色い
ろ

陽は
る

さ
ん
（
坂
戸
小
５
年
）
は
通

学
班
長
と
し
て
の
行
い
で
、
善
行
表
彰
に
輝
き
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、
み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る
「
い

ば
ら
き
教
育
の
日
」
推
進
協
議
会
が
主
催
。
学
校

や
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
て
教
育
の
充
実
と

発
展
を
図
り
、
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
を
備
え

た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

吹
奏
楽
部
の
伴
奏
で
、
校
歌
を
熱
唱
す
る
小

林
由
佳
さ
ん
や
会
場
の
皆
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
保
護
司
の
渡
邉

忠
さ
ん
（
写
真
左
）
と
又
村
和
子
さ
ん
（
写

真
右
）

11月17日 11月１日11月20日 11月6日

11月12日  11月12日

岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が「
ゴ
ミ
は

�

自
分
で
持
ち
帰
ろ
う
！
」の
看
板
設
置

雨
引
小
で

�

鈴
木
七
郎
さ
ん
感
謝
式

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
語
る

�

「
青
少
年
の
主
張
大
会
」

鈴
木
環
さ
ん
の
陶
芸
作
品
が

�

県
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
選
定

岩
瀬
小
で
同
校
出
身
オ
ペ
ラ
歌
手

�

を
招
き「
親
子
音
楽
鑑
賞
会
」

渡
邉
忠
さ
ん
と
又
村
和
子
さ
ん
が

�

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

桜
川
市
女
性
学
級
生
が

�

「
災
害
食
の
調
理
実
習
」を
体
験

「
い
ば
ら
き
教
育
の
日
」推
進
大
会

�

で
長
谷
川
さ
ん
・
若
色
さ
ん
が
表
彰



歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

桜川市高久2145番地2桜川市高久2145番地2

建設・上下水道コンサルタント・測量調査開発建設・上下水道コンサルタント・測量調査開発

随時社員
募集中
随時社員
募集中

創業35周年創業35周年

FAX 0296-58-6098FAX 0296-58-6098
TEL 0296-58-6053TEL 0296-58-6053

やまと技研株式会社やまと技研株式会社

秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方

を
紹
介
し
ま
す
。

～ 

秋
の
叙
勲 

～

叙
勲
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

　
入い

り

田た 

守も
り
や
す康 

さ
ん

　
　
元 

桜
川
市
議
会
議
員

　（
81
歳
・
真
壁
町
塙
世
地
区
）

　

入
田
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
９
月

に
真
壁
町
議
会
議
員
に
当
選
。
61

年
に
は
、
桃
山
中
学
校
建
設
促
進

委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
用
地
の

確
保
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
学
校
の

新
校
舎
建
設
な
ど
に
貢
献
。
そ
の

後
、
桜
川
市
議
会
議
員
を
経
て
、

平
成
18
年
８
月
ま
で
の
間
、
７
期

27
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
、
地
方
自
治
の
向
上
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
誠
に
栄
誉
な
こ
と

で
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

偏ひ
と
えに
、
地
域
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
援
に
よ
る
も
の
と
心
よ
り
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

　
香こ

う

田だ 

澄す
み

 こ子 

さ
ん

　
　
元 

茨
城
県
立
友
部
病
院
看
護
室
総
婦
長

　（
75
歳
・
鍬
田
地
区
）

　

香
田
さ
ん
は
、
茨
城
県
立
友
部

病
院
に
約
37
年
間
勤
務
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
総
看
護
婦
長
と
し

て
病
院
内
の
看
護
師
全
体
を
束
ね

る
な
ど
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
賞
は
、

地
域
社
会
の
方
々
や
病
院
関
係
者

の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜

た
ま
も
のと

感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

　
利と

根ね

川が
わ 

猛た
け
し 

さ
ん

　
　
各
種
統
計
調
査
員

　（
72
歳
・
本
木
地
区
）

　

利
根
川
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
12

月
に
工
業
統
計
調
査
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
国
勢
調
査
や
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
、
経
済
セ
ン

サ
ス
な
ど
の
各
種
統
計
調
査
に
従

事
。
約
37
年
の
間
で
１
０
４
の
統

計
調
査
に
尽
力
さ
れ
、
円
滑
な
調

査
で
、
統
計
調
査
の
普
及
と
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
桜
川
市
の
統
計
調
査

員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な

経
験
・
知
識
を
い
か
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
誠
に
身
に
余
る
光

栄
と
存
じ
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
ひ
と
え

に
、
長
い
間
の
皆
様
方

の
心
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
の

賜た
ま
も
のと

心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
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介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

企
画
課
〈
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
〉

　
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
、
内
線
１
２
７
３
）

市
民
の
取
組
み
を
市
民
が
支
え
る

vol.35

「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
に
お
越
し

に
な
る
多
く
の
お
客
様
に
真
壁
の

良
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え

し
ま
し
ょ
う
」

　

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
村む

ら

上か
み

宏
ひ
ろ
し

実
行
委
員
長
が
、

挨あ
い

拶さ
つ

に
思
い
を
込
め
ま
す
。

　

今
回
で
14
回
目
の
開
催
と
な
る

『
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
』。
平
成
15

年
に
始
ま
っ
た
こ
の
お
祭
り
は
、

年
々
来
訪
者
数
が
増
え
、
現
在
で

は
１
か
月
の
期
間
中
に
約
10
万
人

の
方
が
訪
れ
る
桜
川
市
を
代
表
す

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
ひ
な
ま
つ

り
開
催
に
向
け
て
会
議
を
重
ね
な

が
ら
、
開
催
前
に
恒
例
の
流
し
雛

の
会
場
と
な
る
山
口
川
の
清
掃
、

真
壁
の
町
並
み
の
中
の
危
険
箇
所

の
見
回
り
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
雛
巡
り
の
際
に
手

に
す
る
展
示
マ
ッ
プ
の
作
成
や
ト

イ
レ
・
駐
車
場
の
イ
ン
フ
ラ
の
確

保
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
及
び
ま

す
。
こ
れ
ら
は
委
員
長
が
語
る
、

お
客
様
に
快
適
に
お
祭
り
を
楽
し

ん
で
貰
い
た
い
と
い
う
お
も
て
な

し
の
心
か
ら
の
活
動
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
が
取
組
み
、

市
民
が
支
え
る
、
ま
さ
に
市
民
が

作
る
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
。
そ
ん

な
視
点
で
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
を

見
る
と
、
ま
た
新
た
な
魅
力
に
気

付
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
の
形
態

は
、
真
壁
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

散
策
し
な
が
ら
、
各
家
々
や
商
店

に
飾
ら
れ
た
お
雛ひ
な

様
を
見
て
回

り
、
地
元
の
方
々
と
の
会
話
を
楽

し
む
と
い
う
も
の
で
す
。
来
ら
れ

た
方
ば
か
り
で
な
く
受
け
入
れ
る

地
元
の
方
々
も
楽
し
み
、
両
者
が

主
役
と
な
る
お
祭
り
で
す
。

　

こ
の
市
民
の
主
体
的
な
取
組
み

に
よ
り
形
作
ら
れ
る

お
祭
り
を
、
裏
方
で

支
え
る
団
体
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
団
体
が
冒
頭

に
出
て
き
た
『
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委

員
会
』
で
す
。
市
民

の
活
動
を
支
え
る
こ

の
団
体
も
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

山
口
川
を
清
掃
す
る
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

ひ
な
ま
つ
り
へ
の
思
い
を
語
る

村
上
宏
委
員
長

■
日
時
／
２
月
20
日
（
土
）、
10

時
10
分
～
16
時

■
集
合
時
間
／
桜
川
市
真
壁
庁
舎

８
時
20
分
、
ま
た
は
か
す
み
が
う

ら
市
千
代
田
庁
舎
10
時

■
募
集
／
39
歳
ま
で
の
独
身
男
女

各
20
名
、
た
だ
し
男
性
は
桜
川
市

ま
た
は
か
す
み
が
う
ら
市
に
在
住

か
在
勤
の
方
の
み
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
参
加
決

定
通
知
書
を
郵
送
）

■
参
加
費
／
男
性
５
，０
０
０
円
、

女
性
３
，０
０
０
円

■
募
集
期
間
／
１
月
５
日
（
火
）

～
２
月
５
日
（
金
）

■
協
力
／
板
橋
区

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
企
画
課 

統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

※
か
す
み
が
う
ら
市
秘
書
広
聴
課

☎
０
２
９
９-

59-

２
１
１
１
、

ま
た
は
（
一
社
）
い
ば
ら
き
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

出
会
い
は
こ
こ
か
ら

in
か
す
み
が
う
ら
市
×
桜
川
市

～
あ
ま
ー
い
イ
チ
ゴ
狩
り
と

き
れ
い
な
ひ
な
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
～

婚
活
情
報
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Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

検索萩原総合

日　時：1月24日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。
初回相談の方を優先させていただきます。

下館駅　南口
至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

住所：桜川市堤上407　講師：深谷尚子 0120－047－321

ＥＣＣジュニア・ＢＳつつみのうえ教室
国際的に認められた“高品質”な教育を提供

２歳児～社会人、年齢・目的に
応じた豊富なコース

「聞く・話す・書く・読む」の４つの
力をバランスよく習得できます。

すくすくと未来へ

フリー
ダイヤル

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。
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子
ど
も
は
成
長
が
盛
ん
な
た

め
、
大
人
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
が
多
く
必
要
で
す
。
ま

た
、
消
化
吸
収
機
能
も
未
発
達

で
、
１
度
に
食
べ
ら
れ
る
量
が
少

な
く
、
１
日
３
回
の
食
事
だ
け
で

は
必
要
な
栄
養
量
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
お

や
つ
で
栄
養
分
を
補
い
ま
す
。

お
や
つ
３
原
則

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

　

�

３
食
で
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素

を
中
心
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

ま
し
ょ
う
。ま
た
、単
品
で
は
な

く
、
牛
乳
、
お
茶
な
ど
の
飲
み

物
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
時
間
を
決
め
る

　

�

欲
し
い
ま
ま
に
与
え
る
と
、
偏

食
、
む
ら
食
い
、
肥
満
、
む
し

歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
量
や
回
数
が
多
く
な
る

と
、
３
回
の
食
事
が
き
ち
ん
と

食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③
量
を
決
め
る

　

�

お
や
つ
は
１
日
に
必
要
な
総
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
約
10
～
20
％
で

す
。

お
や
つ
の
目
安
は
、
次
の

と
お
り
で
す

「�

１
～
２
歳
児
１
０
０
～
２
０
０

カ
ロ
リ
ー
」

「�

３
～
５
歳
児
１
５
０
～
３
０
０

カ
ロ
リ
ー
」

☆ 

例
え
ば
、
２
～
３
歳
児
の
お
勧

め
お
や
つ
（
１
回
分
）☆

・�

小
さ
め
の
お
に
ぎ
り
１
個
、
食

パ
ン
１
枚
、
さ
つ
ま
い
も
１
／

４
本
、牛
乳
コ
ッ
プ
１
杯
、ヨ
ー

グ
ル
ト
１
個
、
小
魚
、
季
節
の

果
物
（
み
か
ん
１
個
、
い
ち
ご

小
８
個
程
度
）

大
人
と
同
じ
お
や
つ
は

危
険
で
す
！

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
１
粒
と
り
ん
ご

１
／
４
個
の
カ
ロ
リ
ー
は
、
ほ
ぼ

同
じ
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
ち
ら
を

お
子
さ
ん
の
お
や
つ
に
し
ま
す

か
？

※�

市
販
の
お
や
つ
を
あ
げ
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
向
け

の
お
や
つ
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
涯
の
食
習
慣
の
大
部
分
が

形
成
さ
れ
る
の
は
小
学
校
前
の

幼
児
期
。
こ
の
時
期
の
食
習
慣

は
一
生
の
健
康
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
の
で
、
家
族
の
人
が
注

意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
お
や
つ
を

�

考
え
よ
う

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
27
年
８
月
～
９
月
生

・
日
程
／
２
月
10
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
２
月
生

・
日
程
／
２
月
16
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
６
月
～
７
月
生

・
日
程
／
２
月
９
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
27
年
７
月
～
９
月
生

・
日
程
／
２
月
３
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
10
月
～
12
月
生

・
日
程
／
２
月
18
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

総
合
健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
２
月
３
日
（
水
）・
18

日
（
木
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
ま
た
は
真
壁
保
健
セ
ン

タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

心
の
健
康

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
２
月
15
日
（
月
）

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
当
番
医
療
機
関

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

２
月
７
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-
55-

０
０
２
７

２
月
11
日
（
木
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

２
月
14
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

２
月
21
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

２
月
28
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

２

き
ら
き
ら
健
康
講
座

育
じ
い
育
ば
あ
の
た
め
の

 

今
ど
き
お
や
つ
の
あ
げ
方

　

生
活
習
慣
は
乳
幼
児
期
か
ら
つ

く
ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
が
将
来
、
生
活
習
慣
病
に
罹か

か

ら
な
い
よ
う
今
か
ら
、「
お
や
つ

の
あ
げ
方
」
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

日
頃
、
お
孫
さ
ん
を
見
て
い
る

祖
父
母
の
方
、
両
親
、
子
ど
も
の

お
や
つ
に
興
味
の
あ
る
方
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

・ 

日
時
／
２
月
５
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄

養
士

・
定
員
／
30
名
（
先
着
順
）

・
参
加
費
／
無
料

※�

当
日
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
試
食

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康

推
進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

健
康
推
進
員
募
集

～
健
康
づ
く
り
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

少
子
高
齢
化
が
す
す
む
昨
今
、

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た

め
、
行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
健
康

づ
く
り
を
進
め
る
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
健
康
推
進
員
の
活
躍
が
ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
推
進
員
に
な
っ
て
、
自
分

自
身
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※�

健
康
推
進
員
の
方
に
は
、
乳
幼

児
健
診
の
際
の
介
助
や
健
康
講

座
・
教
室
や
研
修
会
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
30
名

■
対
象
者
／
65
歳
未
満
の
方
（
再

任
の
場
合
70
歳
未
満
の
方
）

■
募
集
期
限
／
１
月
29
日
（
金
）

■
任
期
／
２
年
間　
（
平
成
28
年

５
月
～
平
成
30
年
５
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康

推
進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）



情報ひろば 情報ひろば桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

桜川市内

配達いたします

相続・遺言書、車庫証明、建設業許可、運送業許可、農地転用、外国人関係他

一人で悩まず気軽に電話相談!

毎週木曜日（祝日、年末年始を除く）　午後1時～午後5時　

行政書士には法律で守秘義務が課せられています。安心して、ご相談下さい。

詳しくはホームページ 茨城県行政書士会 検索 クリック

あなたのまちの法律家

茨 城 県 行 政 書 士 会茨 城 県 行 政 書 士 会
市 民 相 談 セ ンター市 民 相 談 セ ンター

☎ ０２９ー３０５ー３７３１

コンドー楽器コンドー楽器 ☎0296-22-4380☎0296-22-4380 火曜定休

開催
生徒募集中

お年玉セールお年玉セール
30％割引30％割引
ピアノ・ギター・
管楽器・
アクセサリー など ②2/28無料体験レッスン会無料体験レッスン会

①60才からの大人のレッスン60才からの大人のレッスン

1月中

筑西市丙201　※レッスン会場は「下館駅南センター (筑西市二木成1246)」

店頭で「広報紙を見た」と言えば

さくらがわ　2016.1.1 12さくらがわ　2016.1.113

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 1 月 26 日（火）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 真壁庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※ 次 回 ／ 2 月 22 日（ 月 ） は、

市役所大和庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

税

口
座
振
替
納
税
の
ご
案
内

　

市
税
な
ど
の
納
付
は
、
安
心
・

便
利
・
確
実
な
振
替
納
税
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
納
税
は
、
指
定
の
金

融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
が
行
わ
れ
る
制
度
で
、

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
一
度
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、
継
続
し
て
振
替
納
税
に

な
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な

く
、
納
付
場
所
へ
納
付
に
行
く
手

間
も
省
け
、
大
変
便
利
で
す
。

■
申
込
方
法
／
預
貯
金
通
帳
、
届

け
出
印
、
納
税
通
知
書
な
ど
を
持

参
し
、
市
役
所
ま
た
は
取
引
の
あ

る
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

常
陽
銀
行
・
筑
波
銀
行
・
茨
城
県

信
用
組
合
・
水
戸
信
用
金
庫
・
結

城
信
用
金
庫
・
北
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

平
成
28
年
度
か
ら
振
替
希
望
の

場
合

　

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
で

は
、
第
１
期
の
振
替
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
早
目
に
手
続
き

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
変
更
・
解
約

　

既
に
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用

の
方
で
、
振
替
口
座
や
振
替
方
法

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

１
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
２
月
１
日（
月
）

市
県
民
税�

４
期

国
民
健
康
保
険
税�

７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

７
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（「
全
納
」
か
「
期
別
」
か
）
の
変

更
、
口
座
振
替
の
解
約
を
ご
希
望

の
場
合
も
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
２
１
直
通
）

募
集

イ
ベ
ン
ト
名
称
募
集

　

桜
川
市
民
祭
は
、
市
制
施
行
10

周
年
を
機
に
、
平
成
28
年
度
か
ら

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

市
民
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
観
光
資
源
を
い
か
し
て
、
市
外

か
ら
も
多
く
の
来
場
者
を
呼
び
込

み
、
桜
川
市
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
名
称
を
募
集
し

ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
／
開
催
は
４
月
の
桜

時
期
を
予
定
。
地
元
特
産
品
の
販

売
や
模
擬
店
の
出
店
な
ど
を
行

い
、「
桜
」
と
「
食
」
が
一
度
に

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
内
容
／
桜
や
春
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
し
、
広
く
親
し
ま
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
市
内
外
に
か
か
わ

ら
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
は
、
商

工
観
光
課
（
真
壁
庁
舎
）、
総
合

窓
口
課
（
岩
瀬
・
大
和
庁
舎
）
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

■
応
募
期
限
／
１
月
18
日
（
月
）

必
着

■
選
考
・
発
表
／
応
募
作
品
の
中

か
ら
実
行
委
員
会
で
選
定
し
、
市

広
報
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直

通
）

お
知
ら
せ

霞
ヶ
浦
用
水
土
地
改
良
区
総

代
総
選
挙

　

２
月
18
日
（
木
）
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
、
霞
ヶ
浦
用
水
土

地
改
良
区
の
総
代
総
選
挙
を
行
い

ま
す
。

　

被
選
挙
権
は
、
霞
ヶ
浦
用
水
土

地
改
良
区
組
合
員
の
方
に
限
り
ま

す
。

■
選
挙
期
日
／
２
月
８
日
（
月
）

■
投
票
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時

■
投
票
場
所
／
市
役
所
大
和
庁
舎 

２
階
第
５
会
議
室

■
立
候
補
届
出
期
間
／
２
月
１
日

（
月
）
～
２
日
（
火
）
８
時
30
分

～
17
時

■
立
候
補
届
出
場
所
／
市
役
所
大

和
庁
舎 

２
階 

第
５
会
議
室

■
選
挙
す
べ
き
総
代
の
数

第
２
選
挙
区　

21
人

■
問
合
先
／
桜
川
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１ 

内
線
１
２
１
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

消
防
設
備
士
試
験

■
試
験
区
分
（
後
期
）

・
甲
種
（
特
類
、
第
１
～
５
類
）

・
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

■
試
験
日
／
３
月
５
日
（
土
）

■
試
験
会
場
／
茨
城
大
学
（
水
戸

市
）

■
受
付
期
間

・ 

書
面
申
請　

１
月
14
日
（
木
）

～
27
日
（
水
）

・ 

電
子
申
請　

１
月
11
日
（
月
）

～
24
日
（
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
一
般
財

団
法
人 

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー 

茨
城
県
支
部
（
☎
０
２
９

-

３
０
１-

１
１
５
０
）　http://

w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

健
康
福
祉

平
成
28
年
度
　
学
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
申
込
受
付

　

就
労
な
ど
で
家
族
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
授
業

終
了
後
の
保
護
お
よ
び
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
ク
ラ
ブ
名
（
実
施
場
所
）

岩
瀬
学
童
ク
ラ
ブ
、
坂
戸
学
童
ク

ラ
ブ
、
南
飯
田
学
童
ク
ラ
ブ
、
雨

引
学
童
ク
ラ
ブ
、
大
国
学
童
ク
ラ

ブ
、
真
壁
学
童
ク
ラ
ブ
、
樺
穂
学

童
ク
ラ
ブ
、紫
尾
学
童
ク
ラ
ブ（
各

小
学
校
校
舎
内
）
／
羽
黒
学
童
ク

ラ
ブ
（
羽
黒
小
学
校
敷
地
内
専
用

施
設
）
／
猿
田
学
童
ク
ラ
ブ
（
曽

根
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
）
／
谷
貝

学
童
ク
ラ
ブ
（
谷
貝
分
館
）

■
対
象
児
童
／
父
母
や
祖
父
母
の

就
労
な
ど
に
よ
り
放
課
後
、
家
庭

に
保
護
者
の
い
な
い
小
学
生

■
定
員
／
各
ク
ラ
ブ
40
名
（
岩
瀬

学
童
ク
ラ
ブ
は
80
名
）

■
開
設
時
間
／
放
課
後
～
18
時

（
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
は
、
８

時
～
18
時
）

※ 

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
お
よ

び
年
末
年
始
は
閉
所
と
な
り
ま

す
。

■
利
用
料
な
ど
／
保
護
者
負
担
金

５，
０
０
０
円
（
月
額
）、
お
や
つ

代
２，
０
０
０
円
（
月
額
）、
保
険

料
８
０
０
円
（
年
額
）、
学
童
帽

子
代
４
１
０
円
（
新
規
申
込
時
）

■
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
／
児

童
福
祉
課
（
岩
瀬
庁
舎
）、
総
合

窓
口
課
（
大
和
・
真
壁
庁
舎
）

※ 

申
込
の
際
は
就
労
証
明
書
、
保

険
料
、
帽
子
代
（
新
規
申
込
者

の
み
）、
印
鑑
、
児
童
の
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
、
口
座
振
替

申
込
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
１
月
18
日
（
月
）

～
２
月
１
日
（
月
）

・ 

定
員
を
超
え
る
申
込
が
あ
っ
た

場
合
は
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

・ 

低
学
年
の
児
童
の
入
所
優
先
。

空
き
が
生
じ
た
場
合
は
、
途
中

入
所
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課　

こ
ど

も
未
来
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
５
６
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
の
た
め

の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
交

流
会

～
輝
く
女
性
に
な
る
た
め
に
～

　

就
職
に
あ
た
っ
て
の
好
印
象
を

与
え
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

と
、
楽
し
く
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
５
日
（
土
）
10
時

～
12
時
30
分

■
場
所
／
い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

３
階 

会
議

室
（
水
戸
市
三
の
丸
１-

７-

41
）

■
定
員
／
20
名　

託
児
付
き
（
要

予
約
）

■
参
加
費
／
１
０
０
円
（
交
流
会

用
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９-

２
３
３-

２
３
５
５
）

税目
市役所・金融機関への申込期限

第 1期納期限ゆうちょ銀行以外
（郵便局以外）

ゆうちょ銀行
（郵便局）

固定資産税 3月18日（金） 2月19日（金） 5月 2日（月）

軽自動車税 4月20日（水） 3月18日（金） 5月31日（火）

市県民税 5月20日（金） 4月20日（水） 6月30日（木）

国民健康保険税 6月20日（月） 5月20日（金） 8月 1日（月）

※申込期限は目安です。



新規生徒大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしています！
将来の自分自身の成長に繋がる勉強を一緒に行なっていきましょう！

　岩瀬教室にて無料体験授業も行なっています！
まずは、お気軽にお電話下さい！

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１5：００～２１：００

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

市長推薦

副市長推薦

教育長推薦

　戦後の日本では「祖国」について学校の教科書で教えなくなりましたが、
もっと我が国の成り立ちや祖国について学校で学ぶことが出来ればよいと思
います。
　新成人の皆様にはぜひ一読願い、祖国のあり方について考える機会として
いただきたいと思います。

　「クールジャパン」と呼ばれ、今、日本人の精神文化や生き方に外国から
も注目が集まっている。
　日本人らしい「かっこいい」考え方や立ち居振舞いの根底に脈々と流
れる武士道を見つめ直し再認識させる、大人になるための一冊だと思い
ます。

　「春を背負って」…何と素敵なタイトルでしょう。山小屋の若き主人公「亨」
と様々な人生を背負う人々との出会いが、描かれています。
　亨自身もゴロさんから、ゴロさんも亨や多くの人たちとの出会いから、
生きること・人生を見つめていきます。じっくり読んでいただきたい作品
です。

将来の桜川市を担う新成人の皆さんに、市長・副市長・教育長からお薦めの本を紹介します。
岩瀬中央公民館、大和中央公民館、真壁伝承館の各図書室で貸出できますので、お立ち寄りく
ださい。新成人以外の方にも貸出できます！

市長・副市長・教育長から
新成人の皆さんに薦めたい本

ぼくらの祖国／青山繁晴（扶桑社）

武士道／新渡戸稲造（PHP研究所）

春を背負って／笹本稜平（文藝春秋）

はたちの集い特別企画
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誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

西
空
を
埋
め
て
真
赤
や
あ
き
あ
か
ね�

小
林
　
啓
治

誰
れ
彼
れ
と
居
て
も
所
詮
は
冬
の
月

�
三
代
　
み
ち
よ

は
は
の
歳
遠
く
に
過
ぎ
て
年
用
意�

入
山
　
ひ
ろ
子

年
忘
れ
と
て
忘
れ
得
ぬ
年
な
り
し�

細
谷
　
充
女

こ
だ
は
り
の
消
え
て
ゐ
た
り
し
日
向
ぽ
こ

�

若
色
　
寿
美
女

試
歩
の
杖
今
日
は
こ
こ
ま
で
草
も
み
ぢ

�

金
田
　
と
う
女

つ
つ
つ
ー
と
走
る
一
本
足
の
落
葉
か
な

�

斎
藤
　
み
よ

荒
星
や
落
ち
し
木
の
実
の
深
い
闇�

渡
部
　
千
恵
子

初
し
ぐ
れ
孫
赴
任
せ
し
パ
リ
に
テ
ロ
が

�

萩
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

木
の
実
独
楽
夫
少
年
の
顔
と
な
る�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

花
八
つ
手
も
の
言
ひ
た
げ
な
子
の
瞳�

松
崎
　
い
ま

つ
つ
ま
し
き
嫁
の
仕
種
や
冬
仕
度�

皆
川
　
一
女

八
十
路
の
灯
一
つ
点
し
て
返
り
花�

笠
倉
　
陽
子

地
下
足
袋
に
力
貰
つ
て
芋
を
掘
る�

大
関
　
く
に

行
く
年
や
聞
か
ず
終
ひ
の
子
の
本
音�

鈴
木
　
つ
ぎ

漉
き
込
み
し
和
紙
に
紅
葉
の
燃
ゆ
る
か
に

�

竹
林
　
て
る

返
り
咲
く
一
輪
こ
と
に
い
と
ほ
し
く�

吉
原
　
秀
子

枯
蓮
や
空
也
の
分
身
並
ぶ
ご
と�

海
老
沢
　
静
夫

息
掛
け
て
拭
く
手
鏡
に
愁
思
な
ほ�

宮
本
　
芳
江

返
り
花
釣
り
一
竿
の
腕
試
し�

君
島
　
真
理
子

小
春
日
や
龍
神
峡
の
橋
の
上�

金
子
　
弘
毅

沼
底
を
お
お
ふ
枯
藻
の
揺
れ
明
り�

海
老
沢
　
幸
子

林
檎
煮
て
シ
ナ
モ
ン
香
る
小
六
月�

吉
原
　
京
子

御
陵
道
さ
み
し
き
ま
で
の
返
り
花�

今
井
　
繁
子

故
郷
の
香
り
懐
か
し
今
年
米�

宮
本
　
立
男

児
を
降
ろ
す
た
び
寒
く
な
る
園
児
バ
ス�

飯
山
　
昭

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

農
衣
み
な
必
要
無
し
と
思も

ひ
つ
つ
も
納
屋
の
隅
所
に

吊
し
置
き
た
り�

萩
原
　
き
し
の

啄
木
の
「
悲
し
き
玩
具
」
よ
み
ふ
け
る
苦
節
の
日
々

を
知
り
て
切
な
し�

大
関
　
に
ち
子

徹
底
の
討
論
会
と
言
ひ
な
が
ら
時
間
来
た
り
て
い
つ

も
の
尻
切
れ�

泉
　
三
郎

海
浜
の
コ
キ
ア
に
集
う
外
つ
国
の
人
と
互
い
に
手
を

振
り
和
む�

飯
田
　
良
江

春
の
芽
を
し
っ
か
り
抱
く
桜
木
の
梢
あ
ら
わ
に
夕
陽

を
纏ま

と

う�

渡
辺
　
し
な
子

海
風
を
受
け
て
コ
キ
ア
は
立
ち
つ
く
す
そ
れ
ぞ
れ
の

赤
そ
れ
ぞ
れ
の
秋�

浜
野
和
　
操

繁
雑
な
時
を
逃
れ
て
竹
む
ら
の
風
の
さ
や
ぎ
に
心
あ

ず
け
る�

瀧
井
　
幸
子

う
た
か
た
の
錦
絵
の
な
か
を
運
ば
れ
て
欅
平
に
冬
の

風
受
く�

小
林
　
美
瑳
子

朝
ま
だ
き
暗
き
庭
す
み
仄
白
く
雪
か
と
紛ま

ご

う
柊
の
花

�

石
田
　
守
子

白
髪
に
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
が
よ
く
合
ふ
と
す
す
め
上
手

に
買
ひ
し
セ
ー
タ
ー�

広
沢
　
日
出
子

銀
杏
散
る
真
っ
只
中
を
子
供
ら
は
両
手
を
伸
べ
て

嘻
々
と
遊
べ
り�

古
賀
　
澄

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
小
春
日
の
陽
差
し
の

下
に
ほ
っ
と
温
も
る�

山
田
　
し
げ
の

幼
き
日
君
と
摘
み
に
し
野
の
菊
よ
わ
れ
老
い
た
れ
ど

野
路
に
香
ぐ
わ
し�

鈴
木
　
英
雄

下
駄
箱
の
中
に
見
出
す
母
さ
ん
の
指
跡
残
り
し
下
駄

あ
て
て
み
る�

榎
戸
　
正
江

秋
雨
の
灰
色
の
街
走
り
ゆ
く
反
抗
期
な
る
息
子
を
乗

せ
て�

浅
賀
　
順
子

か
ら
松
の
林
遥
か
に
聳そ

び

え
立
つ
谷
川
岳
は
雪
被か

ず

き

た
り�

大
久
保
　
富
美
江
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桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

新
た
に
19
事
業
所
と
協
定
締
結

　

平
成
27
年
12
月
１
日
、
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
調
印
式
と

事
業
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た

に
出
張
美
容
事
業
所
・
運
送
事
業

所
・
医
薬
品
販
売
事
業
所
の
計
19

事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
・
協
力
事
業
所
が
日
頃
の

活
動
や
仕
事
の
な
か
で
高
齢
者
を

さ
り
げ
な
く
見
守
り
、
異
変
に
気

付
い
た
時
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
福
祉
課
内
）
に
連
絡

す
る
も
の
で
す
。

■
活
動
状
況
の
報
告

　
「
玄
関
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
お
り
、

呼
ん
で
も
応
答
が
な
い
」、「
新
聞

が
数
日
分
た
ま
っ
て
い
る
」
な
ど

の
情
報
が
、
平
成
26
年
度
は
計
10

件
、
平
成
27
年
度
上
半
期
は
計
６

件
あ
り
、
訪
問
や
連
絡
調
整
を
行

い
安
否
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活

協
同
組
合
の
友と

も
つ
ね常

賢け
ん
じ二

笠
間
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
、
配
達
を
通
し
て
、

県
内
で
広
く
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
現
状
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

■
高
齢
者
に
関
す
る
講
話

　

事
業
報
告
会
の
中
で
行
わ
れ
た

講
話
で
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
が
、
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
に

関
し
て
、
詐
欺
の
手
口
や
被
害
防

止
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
桜
川
警
察
署
交
通
課

が
、高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
く
、

事
故
防
止
策
と
し
て
、
反
射
材
や

蛍
光
色
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
と
講
話
し
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

73-

４
５
１
１
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

新たに協定を交わした事業所の皆さん

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　12月１日現在

【 男 】　　21,937�人� （ー 26）
【 女 】　　22,430�人� （ー 22）
【 計 】　　44,367�人� （ー 48）
【世帯】　　15,263�世帯�（＋���1）
� （　　）は対前月増減

　地元酒蔵で、真壁高校農業科 1・2年生 9人が日本酒造
りに挑戦しています。
　これは、真壁高校と株式会社西岡本店（真壁町田地区）が、
地域を元気にしたいと協働で毎年実施しているもので、生徒
たちは、米の栽培・収穫から日本酒の製造・販売まで、幅
広く伝統産業を体験。今年は、酒米（山田錦）を使った酒造
りにも挑戦しています。
　写真は、生徒たちの麹

こうじ

造りの様子。蒸したばかりの熱い
白米を広げ、麹菌が繁殖しやすい温度に調整しています。

【 表　紙 】

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
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4
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月
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ー
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代
表
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〒
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城

県
桜

川
市

羽
田

1023 番
地

発
行
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２
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日
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集
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広
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人 口 と 世 帯

　

真
壁
地
区
の
酒
寄
の
み

か
ん
園
へ
行
き
、
み
か
ん

狩
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
木
に
実
が
な
る

様
子
を
見
て
、「
す
ご
ー
い
」

「
お
い
し
そ
う
」
と
み
ん

な
の
顔
は
ニ
ッ
コ
ニ
コ
。

ど
の
実
が
お
い
し
い
の
か
、

よ
く
考
え
な
が
ら
選
ん
で

食
べ
た
み
か
ん
の
味
は
、

格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ど
の
子
も
満
足
気
な
表
情

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
お
い
し
く
、
楽

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

み
か
ん
お
い
し
か
っ
た
よ

岩瀬保育所
さくら組

年長さんご紹介
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